
■主催：枝幸町社会福祉協議会 ■共催：枝幸町
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＼枝幸のことは“えさしの皆さん”と考えたい!／

一 緒 に 話 し 合 う 場



■第１回「一緒に話し合う場」 12月17日（日）
進行予定

① 「支え合いが地域をつなげる講演会」の振り返り

② 「一緒に話し合う場」のこれからについて
・ビデオ鑑賞（ＮＨＫローカルフレンズ滞在記）
・グループワーク

③ ロジックモデルの紹介（次回の会議に向けて）

④ 次回開催予定（開催ペース）と会の名称について

～ 11時30分終了予定
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① 「支え合いが地域をつなげる講演会」の振り返り

※関係者を含めて66名のご参加をいただきました。
（ 男性：19名 ・ 女性：47名 ）
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講師の丸藤様からは、気付きやヒントになる沢山のお言葉をいただきました！

つながりが寿命に与える影響が大きい

笑いがあることで、脳卒中などのリスクが下がる。 4



講師の丸藤様からは、気付きやヒントになる沢山のお言葉をいただきました！

いつまでも、元気で暮らすために!
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講師の丸藤様からは、気付きやヒントになる沢山のお言葉をいただきました！
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講師の笹川様からは、本別町の支え合いの取り組みをご紹介いただきました！

※互助

※共助
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・在宅福祉ネットワークとは?
自治会を基盤として、住民の参加

と協力により、同じ地域の中で支援
の必要な方の見守り等で支え合って
いく隣人同士の助け合い活動。



講師の笹川様からは、本別町の支え合いの取り組みをご紹介いただきました！
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※あんしんサポートセンター
権利擁護の取り組みだけではなく、センター立ち上げ前から実施

していた生活支援事業や個別支援の事業を一体的に取り組むセン

ターとして、平成25年３月に「あんしんサポートセンター」を設置

社協全体で相談対応がしていくため、センター内の事業を一体的

に取り組むために、社協事務局内部で事業状況等を情報共有する取

り組みを実施



・講演会に参加された皆様からいただいたご意見など
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5人

30人

0人 10人 20人 30人 40人

⑥無回答

⑤その他

④特に理由はない

③団体に所属している

②友人・知人に誘われた

①興味があった

１ 講演会に参加された理由（複数回答あり）
講演会来場参加者数 ４６人
（アンケート回収率:100％）

２ 今回の講演会はいかがでしたか?
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①良かった ②普通 ③良くなかった ④無回答

【講演】枝幸町の未来のつくり方

【実践報告】本別町の取り組み

助け合い体験ゲーム

３ 高齢になっても安心して住み続けるために、
どのようなことが必要であると思いますか?
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⑦無回答

⑥その他

⑤年齢を重ねても活躍できる場がある

④町の現状をみんなが知ること

③公的サービスを充実する

②いろいろな通いの場がある

①隣近所や地域で支え合う体制がある

８割を超える方から
“良かった”とのご感想
をいただきました。



Ｒ5.12.2 社会福祉協議会
歳末チャリティショー

の舞台発表で
平田さん・小笠原さんが

支え合いの地域づくりを演題に
取り上げてくださいました

参加された皆様からは、
“参加して良かった!”“勉強になった”
など、たくさんの嬉しい声をいただき
ました。
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・講演会に参加された皆様からいただいたご意見など



② 「一緒に話し合う場」のこれからについて
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“一緒に話し合う場”のルールを決めましょう

① 皆さんで一緒に楽しみましょう!

集まりの場を参加者みなさんで一緒に楽しみましょう。

⑥ お互いを尊重し合う姿勢を大切にしま
しょう!

地域のことを一緒に考える仲間として、お互いを

尊重し合いましょう。

④ 前向きな思考で発言しましょう!

どうするとより良くなるかという発想で考えてみましょう。

⑤ 面白い意見に便乗し、さらに面白い意見
を出してみましょう!
他の人の意見について面白いと思った、共感したと

思ったら、さらに面白い意見を出して意見を膨らませて

みましょう。

③ 他の人の意見に耳を傾けましょう!

他の人の意見はさえぎらずに最後まで聞きましょう。

また自分とは異なる意見であっても、批判をせずに、

その人の主張も聴いてみましょう。

② 話し合いに積極的に参加しましょう!

全員が発言し、より多くの意見を出し合えるように

しましょう。
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人と人とのつながりは素敵なことですね



地域の活動を知る

人と人の線（つながり）が
増えている

「自分でもこれくらいな
らできる!」と思えてい
る。実際にできている。
（見守りなど）一緒に課題解決の

方法を探ってみる
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最終ゴール
（最終アウトカム）

期待される効果
（中間アウトカム）

ヒト・モノ・コト
（アクティビティ）

・介護保険ニーズ調査の
「今後も枝幸町に住み続
けたいですか」項目の“は
い”の回答割合増加

・新たな活動（取り組み）の増加数
・活動への参加者数
・新たな話し合いの場の設置数

・話し合う場の参加者数
・話し合う場の開催回数

皆さんと“一緒に話し合う場”は、どのような場にしましょうか?

さいごまで
暮らし続け
られるまち
「枝幸町」

年をとっても安心し
て暮らせているまち

お互い様で支え合え
ているまち

つながりのあるまち

町民みんなで一緒に
考えられているまち

地域の課題を広く
共有できている

地域に賛同者が
増えている

近助のつながりが
できている

困りごとの支援が
できている

地域の高齢者が
元気になっている

地域に貢献できる会（活動）
・実際に動く人
・起ち上げメンバー
・地域に発信できる役割

「一緒に話し合う場」
の創設

地域課題の見える化

新しい仲間づくり

参加者自身の健康
づくり

取り組み事例などを
学ぶ

・長く続く会にしたい

・参加者同士の楽しい

交流

・楽しくて「また来たい」と

思える会

・どうしてこの会に参加して

みようと思いましたか？

・この会でどのようなことを

してみたいですか？

楽しい会にするために・・・

・やわらかい雰囲気

（お茶・お菓子）

・枝幸のいいところ

（地域資源）の共有

・時間がはっきり決まって

いる

・話し合いのルールがある

実際に地域に貢献で
き、活動できる町民
がいる

評
価
指
標



③ ロジックモデルの紹介（次回の会議に向けて）

14将来の理想像から考えてみましょう!



④ 次回開催予定（開催ペース）と会の名称について

この度の話し合いの場は、初めての開催といったこともあり
日曜日の10時からといった形で設けさせていただきました。

次回の開催予定については、曜日や時間なども含めて、皆さん
と相談し決めさせていただきたいと考えています。

また、会の名称ですが、皆さんと一緒に何かいい名前に変えて
いきたいなと思っています。
次回以降で構いませんので、ご意見を伺わせていただきたいと

思っています。

本日はお休みのところ第１回目の“一緒に話し合う場”へご参加いただき
大変ありがとうございました
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